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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、18番染色体上のクラスターに位置する3つの関連するII型カドヘリン遺伝子の1つです。コードされるタンパク質は、5つの細胞外カドヘリンリピートを含むカルシウム依存性細胞間接着糖タンパク質です。カドヘリンの喪失は癌形成に関連する可能性があります。選択的スプライシングにより、この遺伝子には複数の転写バリアントが生じます。[RefSeq提供、2012年8月],機能：カドヘリンはカルシウム依存性細胞接着タンパク質です。細胞同士を接着する際に、カドヘリンは優先的にホモフィリックに相互作用するため、異種細胞の選別に貢献している可能性があります。,類似性：5つのカドヘリンドメインを含みます。,組織特異性：子宮を除く多くの組織で発現します。,
	研究分野
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	CDH19抗体を用いたHepG2細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したカドヘリン19ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

